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研究成果の概要（和文）：本研究では、同時代のドイツ語文学作品の分析に対する「オートフィクション」概念
の適用可能性を検討した。まずルジュヌやド・マンなど先行研究の批判的受容を進め、古典的な自伝との違いを
明確にした。その上で、「新メディア」「女性の自伝」「文化産業に置ける作家の自己演出」「経験の虚構化と
しての想起」という五つの観点から、ハントケ、ホッペ、ガイガーら最新の自伝的テキストを読み解いた。これ
により今日「オートフィクション」が新たな局面を迎えていることが示された。同時に国際的な研究ネットワー
クの強化にも努めた。特に「オートフィクション」研究のアジアにおけるプラットフォームの形成に一定の成果
を上げることができた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to examine the applicability of the concept of “
autofiction” to the analysis of contemporary German literature. Our first step was a fundamental 
differentiation between conventional autobiographies and“autofictional”texts, based on the 
theoretical approaches of Philippe Lejeune and Paul de Man. Secondly, we analyzed the latest 
autobiographical works (P. Handke, F. Hoppe, A. Geiger, T. Glavinic, etc.) from five perspectives: "
New media", "resurrection of the author", "women's autobiographies","remembering as an act of 
fictionalizing experience", and "self-staging of the modern author". In the 21st century, “
autofiction” appears to be a widely used method for self-expression.
Furthermore, we strengthened the ties of our international research network and managed to establish
 a unique platform for researchers in the field of autofiction-studies from Germany, Austria, Japan 
and its neighboring countries.

研究分野：ドイツ文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、20世紀末から21世紀のドイツ文学を対象とする中で、「オートフィクション」を従来のように自伝の
一ジャンルとして狭く限定するのではなく、あらゆるジャンルの自己を主題化したテクストに拡大できるとし
た。この点に研究史上新しい学術的な意義が認められる。さらに「フェイクニュース」やジャーナリズムにおけ
る捏造スキャンダルが話題となる現代にあって、事実性と虚構性との複雑な関係がかつてなく注目を浴びてい
る。その点で、本オートフィクション研究は狭い文学研究の域を超えた社会的な意義を持ちうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者レオポルト・シュレンドルフは、オーストリア現代小説を研究するなかで「フィ
クションと自伝のあいだの混交形態」を表すドゥブロフスキーの概念「オートフィクション」
につきあたった。これは 18-19世紀に成立した「作家」概念に抗するポストモダン的な関心と
連動して近年国際的に注目を浴びるものの、安易に古典作品にまで適用されてしまって概念内
容が曖昧化してきてもいる。「オートフィクション」概念の誕生から 40年以上たったいま、「オ
ートフィクション」概念をメディア環境の変化や作家性の復権といった同時代のコンテクスト
に置きなおす必要を痛感していた。 
 時を同じくして、研究分担者・山本浩司（早稲田大学）はドイツ現代文学の専門家とし
て、ドイツ文学でも 2000 年頃から戦後文学の規範だった「信憑性」に代わって、遊戯性
や笑いを前面に押し出した自伝もどきの作品が出版されていることに着目していた。2015
年度早稲田大学特定課題研究「ドイツ同時代文学におけるオートフィクションの諸相」の
枠組みでヴィンクラー、アイヒンガーらオーストリア現代作家ならびにヘルタ・ミュラー
の自伝的テキストにおけるメタ次元の遊戯性について研究を進めていたものの、個人研究
の限界を痛感していた。このため研究代表者と研究分担者の間で共同研究の機運が高まっ
ていた。 
  
２．研究の目的 
 上記の背景のもと、「オートフィクション」概念のドイツ同時代文学への適応可能性を探
るとともに、実際の文学作品をケーススタディすることで同概念の修正を図ることを共同
研究の目的とすることとなった。そして現代の「オートフィクション」の諸相のなかから
取り出した五つの観点によって見直すことで、現代のドイツ文学が戦後文学的な規範からい
かに離反していっているかを検証することがもう一つの研究目的となった。 
 （１）「オートフィクション」の理論的考察。これは共同研究の基礎をなす。ルソー以降の統
一的な近代的主観性が自叙伝を書く老年の私と若年の私という二項対立的構図によっていたと
すれば、現代の「オートフィクション」はアイデンティティの複数性を強調している。現実を
構築物として捉える傾向に着目し、「作家、語り手、主人公のあいだのアイデンティティの自伝
的契約」（Lejeune）をグロテスクな異化効果によって無効にする遊戯性が問題となる。その際、
18-19 世紀の自伝モデルとの差別化をはかるために、ポストモダンの作家性に関する議論
（Barthes, Foucault, de Man）の再考が不可欠な課題だった。 
 （２）ニューメディアとオートフィクション。近年の新しい傾向として、紙媒体によらずに、
インターネットのブログの形で読者にダイレクトに日常を伝える試みが出てきた（E.イェリネ
ク、R.ゲッツ）。また写真やイラスト、マンガなどのマテリアルを自伝的小説のなかに取り込み、
擬似的ドキュメンタリーの手法を取る傾向もある（W.G.ゼーバルト、C.ゼッツ）。新しいメデ
ィア環境やメディア間の相互干渉が 21 世紀の「オートフィクション」にいかなる効果を及ぼ
しているかをメディア論の知見も取り込みながら検討することを目指した。 
 （３）作家性の復権とオートフィクション。21 世紀には文壇や出版界の内幕暴露小説も数多
く見られるようになった（ハントケ、グラヴィニッチ、ロトマンら）。編集者、出版社、書店、
読者という小説をとりまく環境を対象とする小説は、現代における作家のありようを問う試み
とみなすことができる。さらに作家が見本市や文学賞、テレビのトークショーなどメディアへ
露出することによってポストモダンの議論で失効が宣言された「作家性」が再び強調されてい
ることを踏まえつつ、この「作家性」が作家的権威の回復ではなく、作家のアイデンティティ
を複数化する新たな自己演出であることを検証することとなった。自伝的体裁を取った小説で
ある以上、実名で名指されたモデルからプライバシー権の侵害として法的措置がなされること
がある（マキシム・ビラー）。法律が想定する人格とオートフィクションの関係も検討対象とさ
れた。 
 （４）女性の自伝と歴史的変容。70年代から 80年代のフェミニスト批評（Showalter 1977）
にあってはこれまで声を奪われていた女性の独自な自伝の意味が問われ、男性中心主義的な社
会において女性の体験の真実を伝える言語の不在が嘆かれた（クリスタ・ヴォルフ）。これに対
して近年は虚構的自伝がアイデンティティの錯乱的複数性を際立たせている（フェリシタス・
ホッペなど）。この歴史的変化を跡づけて、女性の書く 21世紀「オートフィクション」の意義
を考えることが必要だった。 
 （５）虚構的な経験行為としての想起作業。戦後文学の代表的な作家たちによる自伝的文学
がゼロ年代以降書かれるようになった（グラス、エンツェンスベルガー、ボート・シュトラウ
ス）。それらには過去の記憶をフィクショナルに構成されたものとして提示するという特徴があ
る。それ以前に一般的だった自伝的な語りと比べて、どのような変化が認められるかを検証す
ることで、20世紀文学という長いスパンのなかで自伝と「オートフィクション」的な語りの錯
綜した関係を読み取ろうと試みられた。 
  
３．研究の方法 
 研究代表者と研究分担者が中心となり早稲田大学、慶応大学、東京大学の院生など若手研究
者たちを結集し、原則として隔月で、研究集会を重ねた。毎回、現代ドイツ文学と戦後文学の
自伝的色彩の濃い作品を俎上に載せ、ドイツ語で活発な議論を行った。できるかぎり多くのオ



ートフィクションのサンプルを集めて分析するために、研究代表者と研究分担者が共同して選
書を務めた。それぞれの作品を「新メディア」「作家性の復権」「女性の自伝」「虚構的な経験
行為としての想起作業」という五つの観点から検討した。 
 同時に国際的な共同研究も推進した。平成 28 年度春には日本独文学会でのシンポジウムに
中国から研究者を招聘し、同年夏には上海で開催されたアジアゲルマニスト会議に参加して内
外の研究者と議論を深めた。各年度、研究代表者、研究分担者ともに複数回ヨーロッパ圏に出
張し、大学図書館や文学資料館で資料の収集を進めるとともに、ウィーン大学、トリア大学、
ロストック大学、ハンブルク大学などの専門家たちとの意見交換を進め、各種の国際学会に出
席した。 
 
４．研究成果 
 「オートフィクション」概念のドイツ同時代文学への適応可能性を探りながら、同時に
同概念の修正を図るという研究目的を果たすために、国際化の時代を睨んでドイツ語を公
用語とする定期的な研究会を重ね、研究の蓄積ができたのがまず大きな成果である。 
 まずフィリップ・ルジェンヌとポール・ド・マンの理論的考察に基づきながら、伝統的
な自伝的テキストと「オートフィクショナルな」テキストの基本的な差異を明確化するこ
とを目指した。第二に、ドイツ語作家の手による最新の「オートフィクショナルな」テキ
スト（ハントケ、ホッペ、ガイガー、グラヴィニッチなど）のテキストの精読に励みつつ、
「新メディア」「作家性の復権」「女性の自伝」「虚構的な経験の行為としての想起作業」と
いう５つの観点から検討し、19世紀における自伝の普遍妥当的な説明モデルに対する批判
的な応答と捉えつつも、21 世紀同時代文学に限定して作品分析をするなかで、「オートフ
ィクション」概念を再検討した。 
 共同研究の具体的な成果は、まず 2016 年度日本独文学会春季研究発表会（獨協大学）
で、研究代表者が代表者となってドイツ語によるシンポジウムを開催した。伝記とオート
フィクションに対して、理論的考察（川島建太郎、慶應大学）、新メディア（眞鍋正紀、東
海大学）、女性の自伝（山本浩司、研究分担者）、ドキュメンタリー（ヤン・ジン、上海外
国語大学）、エッセイ（シュレンドルフ、研究代表者）と多角的にオートフィクション概念
にアプローチして会場の学会員と実りのある議論を展開した。この成果は 2017 年度日本
独文学会研究叢書として研究代表者の責任編集にオンライン刊行された。これにより日本
における「オートフィクション」研究の現時点での成果を世に問うものである。これとは
別に 2016 年 8月のアジアゲルニスト会議（上海）で、研究代表者がガイガーの戦争の記
憶の世代間継承について、研究分担者がヘルタ・ミュラーの自伝的テキストについて発表
した。これらにより、アジア圏の「オートフィクション」研究のプラットフォームの形成
に一定の成果をあげることができた。 
 2017-2018年度には、研究代表者は単独で、ハントケのエッセイにおける「私」に中心
的に取り組んで上記の論集に掲載した論文の問題圏を拡充する一方で（③④⑤）、ポストモ
ダンにおける脱主体化に関する理論的考察（⑧）、アルノー・ガイガーの三世代小説（③）、
Ch. クラハトの旅行記（①）、新メディアとオートフィクション（⑥）、グラヴィニッチの
文壇内幕暴露小説（⑦）などに単独で取り組み、「オートフィクション」の幅広い諸相を切
り出すことを試みた。また研究分担者も上記論集で論じた女性の書く「オートフィクショ
ン」に引き続き取り組み、ヘルタ・ミュラーやフェリシタス・ホッペの自伝的小説（11, 12）
やカトリン・レッグラの旅行記(⑩)を論じる一方で、この概念の抒情詩への適応可能性を
女性詩人モニカ・リンクの詩を例に考察した（口頭発表⑦）。いずれも国内外の学術誌や学
術論集に掲載されている（もしくは掲載が決まっている）。 
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